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＜新年度のご挨拶＞ 松江家畜保健衛生所長 品川 雄太

皆様方には、日頃より畜産の振興にご尽力いただくとともに、家畜衛生の推進にご理

解とご協力いただいておりますことに、感謝申し上げます。

さて、昨年度は「高病原性鳥インフルエンザ」が１道８県の１２農場で発生するとと

もに、野鳥においても全国で２００例以上、確認されています。

一方、「口蹄疫」は国内における発生は無かったものの、お隣の韓国では両伝染病と

もに継続して発生しており、引き続き侵入防止に万全を期する必要があります。

県といたしましては、家畜伝染病予防法に基づく指導体制の強化や、万一、家畜伝染病

が発生した際に迅速な防疫措置が実施出来るよう現地家畜伝染病防疫対策本部の組織強

化、防疫演習による関係者の訓練等の対策を講じてきておりますが、農家の皆様におか

れましても、家畜ごとに設定されている「飼養衛生管理基準」を遵守の上、家畜伝染病

の侵入防止に引き続き取り組んでいただきますようよろしくお願いいたします。

また、本年９月に宮城県において開催される全国和牛能力共進会に向かっての出品対

策や、肉用牛巡回による受胎率向上や子牛の損耗防止、放牧衛生、肥育牛の肉質向上、

酪農巡回による乳質改善など家畜衛生対策事業にも取り組んで参りますので、よろしく

お願いいたします。
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＜飼養衛生管理基準を遵守し、家畜を病気から守りましょう！＞

昨年度は高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が全国的に大流行し、３月末にも宮城と
千葉の２農場で発生しています。アジア各国でも継続して発生しており、まだ油断はでき

ない状況です。

また、２月に韓国で、３月に中国で口蹄疫が発生しており、いつ病原体が持ち込まれて

もおかしくない状況が続いています。

農場の飼養衛生管理基準を見なおし、病原体の侵入を防ぎましょう！

＜日本国内の H ２８年度 HPAI 発生地点＞ ＜韓国での H ２８年度口蹄疫発生地点＞

＜病原体の侵入を防ぐために～飼養衛生管理基準より～＞

畜舎入口に消毒槽を設置し、 消石灰を散布し、農場進入 立入禁止看板の カレンダーを用いた

靴底を消毒 車両のタイヤを消毒 設置 入場者の記録

万が一、HPAIや口蹄疫を疑う症状が見られた場合は、

すぐに当所へご連絡ください！
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